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「
日
記
故
事
」

の
現
存
刊
本
及
び
そ
の
出
版
の
背
景
に
つ
い
て

は
じ
め
に

「
日
記
故
事
」
は
、
元
の
至
元
二
十
八
年
(
一
二
九
一
)
に
建
安
田

虞
詔
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
小
学
日
記
」

(
1
)

を
も
と
と
し
て
、
明

代
に
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
蒙
学
書
で
あ
る
。
題
名
の
由
来
は
、
楊
億

の
「
少
年
の
学
聞
は
単
な
る
記
憶
や
暗
請
だ
け
で
は
な
〈
、
そ
の
良

知
・
良
能
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ
に
は
先
入
の
言
が
大
切

で
あ
る
。
同
州
可
制
覇
創
剣
刻
刻
制
針
。
そ
の
故
事
は
今
昔
に
拘
わ
ら

な
い
。
必
ず
ま
ず
孝
弟
忠
信
・
礼
儀
・
廉
恥
な
ど
の
徳
性
を
養
う
故

事
、
た
と
え
ば
黄
香
扇
枕
、
陸
績
懐
橋
、
叔
数
陰
徳
、
子
路
負
米
な
ど

を
世
俗
の
物
語
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
教
え
れ
ば
、
道
理
を
理
解
す

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
久
し
く
や
っ
て
い
る
と
、
無
理
な
く
自
然
に
そ

の
徳
性
が
出
来
上
が
る
の
で
あ
る
。
」

(
2
)

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
徳

目
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
百
字
前
後
の
教
訓
的
故
事
が
刊
本
に
よ
り
異
な

る
が
百
か
ら
三
百
ほ

E
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
故
事
を
児
童
に

日
々
記
憶
さ
せ
昌
こ
と
に
よ
っ
て
道
徳
的
な
人
格
陶
冶
を
め
ざ
し
た
も

の
で
あ
る
。
明
末
に
は
巻
頭
に
「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
を
合
わ
せ
た

形
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
日
本
に
も
多
く
の
刊
本
が
渡
来
し
て
お
り
、
和

橋

本

草

子

刻
本
も
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
二
十
四
孝
詩
選
」
の
刊
本
を
調
査
す
る
た
め
に

「
日
記
故
事
」
刊
本
を
調
査
し
て
き
た

(
3
)
が
そ
の
過
程
で
「
日
記
故

事
」
自
体
も
明
代
の
出
版
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
興
味
深
い
研
究

対
象
で
あ
る
と
と
に
気
が
付
い
た
。
近
年
、
大
津
頴
浩
氏
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
所
蔵
さ
れ
る
刊
本
の
書
影
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
回
は
前
稿
以
後
に
新
た
に
管
見
に
入
っ
た
刊
本
も
ふ
く

め
て
「
日
記
故
事
」
の
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
一
覧
を
提
示
し
、
あ
ら

た
め
て
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
を
考
え
る
と
と
も
に
、
明
代
に
「
日
記
故

事
」
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
と
思

ゑ
勺
J

O

現
存
す
る
「
日
記
故
事
」
刊
本

こ
の
リ
ス
ト
で
は
公
的
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
公
刊
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
け
を
挙
げ
、
個
人
の
所
蔵
す
る
も
の
(
4
)

は
省
い

て
い
る
。
ま
た
和
刻
本
は
、
そ
の
原
本
が
問
題
に
な
る
も
自
に
限
り
と

り
あ
げ
た
。
配
列
順
序
は
甲
乙
丙
丁
目
各
項
目
内
で
原
本
の
刊
行
年
の

推
定
で
き
る
も
の
を
年
代
順
ビ
な
ら
ベ
、
刊
行
年
不
明
の
も
の
を
そ
の



「日記故事jの現存刊本及びその出版の背景について

後
に
置
く
の
を
原
則
と
し
た
。
な
お
、
書
名
は
最
初
の
巻
の
初
め
に
記

さ
れ
た
も
の
を
取
る
の
を
原
則
と
し
た
が
、
所
蔵
機
関
に
よ
っ
て
は
目

録
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
書
名
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

(
甲
)
巻
首
に
二
十
四
孝
の
付
か
な
い
も
の
。

(甲
1
)
『
新
刊
大
字
分
類
校
正
日
記
大
全
』
九
巻
二
冊

{
北
京
国
家
図
書
館
蔵
(
日
雪
印
)
〕

〔
影
印
本
「
中
国
古
代
版
画
叢
刊
』

2
所
収
〕

嘉
靖
二
十
一
年
(
一
五
四
三
)
熊
大
木
刻
本

建
安
草
惚
虞
龍
以
成
纂
集
、
書
林
禁
峯
後
学
熊
大
木
校
註
。

巻
頭
に
嘉
靖
二
十
一
年
熊
大
木
序
あ
り
。

巻
末
に
「
壬
寅
年
重
加
校
正
整
新
刊
梓
行
」
白
木
記
。
上
図
下
文

毎
半
葉
一
図
、
図
の
上
部
に
四
字
題
。
図
の
両
側
に
二
行
ず
つ
に
分

け
て
七
言
詩
を
付
す
。

収
録
す
る
故
事
お
よ
び
分
類
を
次
の
(
甲
2
)
と
比
較
し
て
み
る

と
出
入
が
あ
り
、
異
な
っ
た
板
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
版
の
傷

み
が
激
し
く
、
巻
二
の
後
半
部
、
巻
五
百
最
終
葉
、
巻
九
四
荘
敬

類
「
数
板
復
奏
」
以
降
、
巻
十
の
大
半
、
な
ど
が
欠
け
て
い
る
。

熊
大
木
は
出
版
業
者
と
し
て
よ
り
も
「
大
宋
中
興
通
俗
演
義
」

「
南
北
両
宋
志
伝
」
な
ど
の
英
雄
伝
奇
小
説
の
作
者
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
(
5
1

こ
の
書
の
巻
四
に
は
F
E
M
E伶

n
E
ω
(
6
)
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
済

人
沈
困
」
と
題
し
て
熊
氏
第
一
九
世
の
熊
宗
立
と
そ
の
子
及
び
孫

自
一
清
が
医
術
と
医
学
書
の
出
版
に
よ
っ
て
人
々
を
救
っ
た
功
績

を
讃
え
る
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
実
は
(
平
2
)
(
甲
3
)
を

は
じ
め
と
す
る
他
の
多
〈
の
テ
キ
ス
ト
で
は
巻
二
に
建
陽
熊
氏
の
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二
世
の
祖
で
あ
る
唐
代
の
熊
衰
を
め
ぐ
る
孝
感
の
奇
蹟
の
逸
話
が

「
感
夫
雨
銭
」
そ
の
他
の
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

版
で
は
欠
損
し
て
い
る
。
私
の
調
査
し
た
限
り
で
は
熊
衰
の
説
話

を
収
め
る
他
の
版
本
に
は
「
済
人
沈
困
」
の
故
事
は
見
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
欠
け
て
し
ま
っ
た
熊
氏
の
祖
先
を
め
ぐ
る

逸
話
を
補
う
た
め
に
急
漣
「
済
人
沈
困
」
を
い
れ
た
も
の
か
。
熊

大
木
は
熊
宗
立
の
曾
孫
の
代
に
あ
た
る
福
鎮
と
同
一
人
物
と
い
わ

れ
て
い
る
。

{
7
)

(甲
2
)
『
新
増
園
像
小
学
日
記
故
事
大
全
』
十
巻

〔
蓬
左
文
庫
蔵
駿
河
御
譲
本
〕

嘉
靖
四
十
五
年
(
一
五
六
六
)
朝
鮮
四
字
堂
錦
渓
刊
本

巻
頭
に
「
小
学
日
記
序
」
と
し
て
辛
卯
正
月
〔
至
元
二
十
八
年

(
一
二
九
一
)
〕

(
8
)

歴
耕
老
農
お
よ
び
弘
治
十
年
(
一
四
九
七
)

管
向
序
。
次
ぎ
に
「
小
学
日
記
切
要
故
事
提
綱
」
、
「
新
増
小
学
日

記
切
要
故
事
標
目
」
。

建
安
草
胞
虞
詔
以
成
纂
集
、
山
陰
用
拙
管
附
廷
暢
増
校
、
鶴
川
竹
山

胡
談
廷
玉
園
像
。

巻
末
に
嘉
靖
四
十
主
年
李
義
臣
駿

上
図
下
文
毎
半
葉
一
図
、
図
右
肩
に
四
文
字
の
題
を
記
す
も
の
あ

り
。
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
計
三
九
二
の
故
事
所
収
。

巻
末
の
李
義
臣
の
放
に
よ
れ
ば
、
原
書
は
唐
本
で
己
酉
(
嘉

靖
二
十
八
年
一
五
四
九
)
申
春
に
初
め
て
見
た
も
の
を
後
に

よ
う
や
く
入
手
し
、
嘉
靖
四
十
五
年
(
一
五
六
六
)
に
朝
鮮
で

謄
写
出
版
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
刊
行
年
こ
そ
(
甲
1
)
よ
り

新
し
い
が
、
原
著
者
虞
詔
及
び
編
者
管
拘
の
序
文
が
付
き
、
巻
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末
に
は
「
勤
有
害
堂
新
刊
」

(
9
)
と
い
う
原
本
の
刊
記
を
残
し

て
い
る
な
ど
、
原
著
白
趣
を
最
も
よ
く
伝
え
、
し
か
も
完
本
で

伝
わ
っ
て
い
る
点
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

(甲
3
)
『
日
記
故
事
』
二
巻
(
台
北
閏
家
園
書
館
蔵
〕

〔
景
照
本
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
]

嘉
靖
四
十
五
年
(
一
五
六
六
)
以
後
刊
。

巻
頭
に
辛
卯
正
月
歴
耕
老
農
「
日
記
故
事
序
」

巻
末
に
嘉
靖
四
十
五
年
朱
天
球
「
刻
日
記
故
事
序
」

無
図
。
巻
上
、
巻
下
あ
わ
せ
て
二
五
三
の
故
事
を
収
め
る
。

朱
天
球
は
嘉
靖
二
十
九
年
四
進
士
。
官
は
山
東
督
学
な
ど
を

経
て
南
京
工
部
尚
書
ま
で
至
り
、
硬
骨
の
人
物
と
し
て
そ
の
出

身
地
津
州
で
は
現
在
も
名
高
い
人
物
で
あ
る
(
叩
)
。
そ
の
序
に

よ
れ
ば
山
東
省
で
社
学
を
興
し
た
時
に
小
学
書
と
日
記
故
事
を

刻
し
て
頒
布
し
た
も
の
と
い
う
。
他
の
諸
本
が
書
坊
に
よ
る
営

利
出
版
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
官
刻
ま
た
は
私
刻
に
よ
る
出
版

で
あ
る
と
い
う
点
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(甲
4
)
『
鼎
鱗
校
増
評
註
五
倫
日
記
故
事
大
全
』
四
巻
四
冊

[
北
京
国
家
図
書
館
蔵
(
広
毘
吐
)
〕

高
唐
突
巴
(
一
五
九
三
)
鄭
世
豪
刻
本
。

巻
頭
に
「
日
記
故
事
前
序
」
菖
暦
辛
卯
呉
懐
賛
、
「
新
増
評
註
詩
聯

自
記
故
事
」
前
向
暦
奨
巳
呉
宗
札
序
。
「
日
記
故
事
詩
聯
目
録
」

嶺
南
亜
魁
約
蓄
呉
宗
札
校
増
、
武
夷
門
人
海
東
彰
漬
評
註
、
間
建
書

林
雲
竹
鄭
世
豪
続
枠
。

封
面
、
巨
録
第
一
葉
、
巻
四
巻
末
欠
。

半
葉
図
数
葉
あ
り
。
上
欄
眉
注
。

(甲
5
)
『
鼎
鍋
校
増
評
註
五
倫
日
記
故
事
大
全
』
四
巻
四
冊

〔
尊
経
閣
文
庫
蔵
〕

商
暦
甲
午
(
一
五
九
四
)
鄭
世
豪
(
雲
竹
)
刻
本

封
面
は
「
鎖
増
評
鰐
五
倫
日
記
故
事
大
全
」
菖
層
奏
巳
季
冬
鄭
雲
竹

鐙
枠
巻
末
木
記
は
寓
暦
甲
午
歳
孟
春
月
鄭
雲
竹
梓

収
録
故
事
数
は
-
三
三
。

(甲
4
)
と
(
甲
5
)
は
同
版
で
あ
る
。

収
録
さ
れ
て
い
る
故
事
の
題
名
は
他
の
日
記
故
事
が
四
文
字
で

あ
る
の
と
は
異
な
り
、
五
文
字
で
あ
る
。
絵
図
は
半
葉
大
の
も

申
が
所
々
に
挿
入
古
れ
図
の
上
部
に
、
故
事
の
題
固
と
同
じ
五

文
字
の
題
が
つ
付
ら
れ
て
い
る
。
書
坊
の
鄭
世
豪
(
雲
竹
)
は

「
書
言
故
事
大
全
」
な
ど
多
数
の
出
版
物
が
知
ら
れ
る
二
日

(甲
6
)

『
新
刻
京
板
全
像
樟
註
詳
明
初
学
日
記
故
事
』
四
巻
三
冊

〔
お
茶
の
水
図
書
館
成
質
堂
文
庫
蔵
〕

嘉
靖
十
五
年
(
一
五
三
六
)
以
後
刊
。

玉
融
梅
塘
我
端
毛
五
色
樺
纂
、
濁
邑
書
林
明
台
余
象
珍
重
刊

半
葉
図
数
葉
あ
り
。

こ
れ
も
巻
首
に
二
十
四
孝
が
つ
い
て
い
な
い
一
本
で
あ
る

が
、
(
甲
1
)
か
ら
(
甲
5
)
(
甲
7
)
と
は
全
く
異
な
る
版

で
あ
る
。
『
新
修
成
費
堂
文
庫
善
本
番
目
』
に
は
「
正
徳
頃
刊
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
筆
者
自
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
巻
二

に
明
の
宗
室
の
奇
泳
の
故
事
が
「
孝
順
格
天
」
と
題
し
て
収
録

さ
れ
、
そ
の
中
に
は
嘉
靖
丙
申
(
十
五
年
)
(
一
五
三
六
)
の

出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
見
る
と
、
嘉
靖
以
後
の
刊
行



で
あ
る
。
こ
れ
も
絵
図
は
半
葉
大
の
も
の
が
い
く
つ
か
入
っ
て

お
り
、
上
部
に
4
字
自
題
が
つ
い
て
い
る
。

(甲
7
)
『
新
刊
明
解
圃
像
小
学
日
記
故
事
』
十
巻
三
冊

〔
北
京
国
家
図
書
館
蔵
(
冨
誌
H
)

〕

「日記故事jの現存刊本及びその出版の背景について

余
氏
西
国
堂
刻
本

巻
頭
に
「
小
学
日
記
序
」
辛
卯
正
月
歴
耕
老
農
お
よ
び
正
徳
十
年

(
一
五
一
五
)
管
向
序
。

上
図
下
文
毎
半
葉
一
図
、
巻
一
、
巻
八
、
巻
十
に
落
丁
あ
り
。

(甲
2
)
と
同
じ
く
原
著
者
虞
簡
と
増
校
者
の
管
陶
の
序
文
が
つ

い
て
は
い
る
が
、
管
陶
の
序
文
の
弘
治
十
年
が
正
徳
十
年
に
改
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
(
甲
2
)
の
弘
治
十
年
の
ほ
う
が
正
し

い
。
収
録
す
る
故
事
は
(
甲
1
)
、
(
甲
2
)

の
ど
ち
ら
と
も
相
違

が
あ
り
、
異
な
る
版
で
あ
る
。
余
氏
西
国
堂
は
元
か
ら
明
に
か
け

て
存
在
し
た
建
陽
の
書
坊
で
現
存
す
る
明
代
の
刊
本
は
6
種
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
(
世
)

(
乙
)
巻
首
に
二
十
四
孝
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
。

(乙
1
)
『
新
刻
標
題
二
十
四
孝
鳳
毛
日
記
故
事
』
首
一
巻
『
新
刻
標
題

註
樟
出
像
鳳
毛
日
記
故
事
』
四
巻
、
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〔
中
国
人
民
大
学
図
書
館
蔵
〕

万
暦
三
十
九
年
(
一
六
二
)
忠
慶
堂
余
照
宇
刻
本

首
巻
に
「
巻
之
首
」
と
し
て
二
十
四
孝
を
付
す
。

江
湖
逸
士
完
初
子
編
輯
、
閏
建
書
林
余
照
宇
梓
行

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
図
、

日
記
故
事
部
分
、
有
図
。
収
録
故
事
数
未
調
査
。

忠
慶
堂
余
黒
字
は
建
陽
白
書
坊
で
こ
の
他
に
一
種
の
刊
本
が
現
存

す
る
。
(
市
)

(乙
2
)

『
銀
便
蒙
二
十
四
孝
日
記
故
事
』
首
一
巻
、
『
新
錆
徽
郡
原
板

校
正
繍
像
註
稗
便
覧
興
賢
日
記
故
事
』
四
巻〔
内
閣
文
庫
(
ω
α
4
1
員
)
蔵
〕

万
暦
三
十
九
年
(
一
六
一
一
)
黄
正
甫
刻
本

洪
都
倉
提
出
竹
校
正
、
書
林
黄
正
甫
梓
行
。

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
。

日
記
故
事
部
分
、
毎
一
葉
表
文
は
裏
中
央
上
部
に
図
。
収
録
故
事
数

一
九
七
。出
版
者
の
黄
正
甫
は
建
陽
の
書
坊
、
南
宋
の
理
学
家
黄
華
の
子

碍
山
町
。
(
同
)

(乙
3
)
『
銀
便
蒙
一
二
十
四
孝
日
記
故
事
』
一
巻
、
『
新
鎮
徽
郡
原
板
校

正
檎
像
註
碍
魁
字
便
蒙
日
記
故
事
』
四
巻

(
北
京
国
家
図
書
館
(
H

司
令
)
蔵
〕

方
暦
四
十
二
年
(
一
六
二
凹
)
刊
。

巻
末
木
記
「
蔦
暦
甲
寅
孟
秋
月
固
有
堂
周
氏
静
五
日
繍
梓
」

二
巻
巻
頭
に
洪
都
錦
城
襲
健
環
校
正
、
間
建
書
林
劉
玉
田
梓
行
。

二
十
四
孝
部
分
土
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
、

日
記
故
事
部
分
、
園
有
り
。
収
録
故
事
数
二

O
じ。

劉
玉
田
は
喬
山
堂
と
い
う
書
坊
名
で
も
多
く
の
書
を
出
版
し
て

い
る
(
叩
)
建
陽
の
書
坊
で
あ
る
。

(乙
4
)
『
新
刊
二
十
四
孝
故
事
』
首
一
巻
、
『
重
刊
日
記
故
事
』
上
下

巻。

〔
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
(
長
津
規
矩
也
氏
田
蔵
書
)
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万
暦
四
十
四
年
(
一
六
二
ハ
)
刊

封
面
「
官
板
全
像
日
記
故
事
」
陳
振
昆
重
梓

巻
末
木
記
菖
暦
丙
辰
年
孟
春
月
口
口
書
林
口
口
口
枠
。

上
巻
巻
頭
に
南
京
御
史
山
泉
慎
蒙
震
刊
、
書
林
口
口
口
重
梓
と
あ

る
c

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
日
記
故
事
部
分
、

半
葉
お
き
に
上
図
あ
り
。
収
録
故
事
数
一
四
八
。

(乙
5
)
『
新
銀
類
解
官
様
日
記
故
事
大
全
』
七
巻

〔
『
和
刻
本
類
書
集
成
』
第
三
輯
町
収
}

和
刻
本
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
中
尾
市
郎
兵
衛
板
行

封
面
「
日
記
故
事
」
忠
恕
堂
倉
敬
菊
梓

巻
末
木
記
皇
明
寓
暦
新
歳
劉
龍
田
精
梓
行

巻
二
巻
頭
に
温
陵
張
端
図
校
、
書
林
劉
龍
田
枠
。

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
一
孝
子
。
日
記
故
事
部
分

各
巻
巻
頭
に
半
葉
図
あ
り
。
収
録
故
事
数
三
五
五
。

巻
末
木
記
に
見
え
る
劉
龍
田
は
(
乙
3
)
の
刊
行
者
で
あ
る

劉
王
国
の
弟
で
嘉
靖
三
九
年
(
一
五
六
O
)
の
生
ま
れ
。
巻
末

木
記
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
高
層
元
年
目
出
版
と
な
り
、
二
十
四
孝

を
巻
頭
に
付
す
「
日
記
故
事
」
申
う
ち
で
最
も
早
期
の
も
り
に

な
る
が
、
高
暦
元
年
(
一
五
七
三
)
に
は
劉
龍
田
は
一
四
才
に

す
ぎ
ず
、
疑
問
が
残
る
。
兄
弟
は
と
も
に
喬
山
堂
の
名
で
多
く

白
書
籍
を
刊
行
し
て
い
る
(
惜
)
。
校
訂
者
の
張
端
図
は
明
末
の

貌
忠
賢
の
「
悶
党
」
の
一
派
と
し
て
名
高
い
{
立
。

(乙
6
)
『
新
刻
太
倉
蔵
版
全
補
合
像
註
樺
大
字
日
記
故
事
』
四
巻
、
首

一

巻

[

東

大

東

洋

文

化

研

究

所

仁

井

田

文

庫

蔵

〕

閣
建
劉
君
麗
(
近
賢
)
刻
本

首
巻
に
「
新
銀
太
倉
註
鰐
大
字
日
記
故
事
巻
之
首
」
と
し
て
二
十
四

孝

を

付

す

。

一

建
寧
府
城
我
遷
楊
喬
補
訂
、
間
建
書
林
近
賢
劉
君
麗
繍
梓
。

二
十
四
孝
部
分
土
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
日
記
故
事
部
分
、

毎
半
葉
左
上
隅
ま
た
は
右
上
隅
に
図
。
収
録
故
事
数
二

O
七。

(乙
7
)
『
新
刊
徽
郡
原
板
校
正
繕
像
註
樺
魁
字
登
雲
日
記
故
事
』
四

巻

、

首

一

巻

〔

北

京

国

家

図

書

館

(
H

呂
田
)
蔵
〕

首
巻
末
「
全
像
二
十
四
孝
畢
」

巻
一
巻
頭
、
昭
陽
霊
山
何
胤
宗
校
正
、
書
林
台
甫
黄
正
選
刊
行

巻
一
巻
末
「
天
梯
日
記
故
事
一
巻
終
」

首
巻
は
じ
め
二
張
(
四
頁
)
欠
。
巻
四
後
半
以
下
欠
。

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
、
日
記
故
事
部
分
、
毎

半
葉
上
部
中
央
に
図
。

黄
正
選
に
つ
い
て
は
徽
州
教
県
の
人
と
す
る
説
(
叩
)
と
建
陽
の

人
と
す
る
説
(
叩
)
が
あ
る
。

(乙
8
)
『
日
記
鈴
芳
故
事
』
苗
一
巻
、
上
下
二
巻
、

〔
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
〕

〔
国
文
学
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〕

封
面
「
日
記
館
芳
故
事
」
書
林
余
奉
軒
梓

首
巻
に
「
新
刻
全
像
二
十
四
孝
日
記
故
事
館
芳
巻
之
首
」

巻
上
初
め
に
「
新
鱗
全
像
分
類
註
樟
鎗
芳
故
事
巻
上
」
雲
間
眉
公
陳

継
儒
較
樺
と
あ
る
。

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子
。

日
記
故
事
部
分
半
葉
お
き
に
上
部
中
央
に
図
入
り
。
収
録
故
事
数



「日記故事Iの現存刊本及びその出版の背景について

一
七
五校
樟
者
と
さ
れ
る
陳
継
儒
は
明
末
の
山
人
で
、
当
時
、
多
〈

の
出
版
物
に
名
を
列
ね
た
有
名
人
で
あ
っ
た
(
ぎ
と
い
う
が
、

こ
こ
で
も
宣
伝
の
た
め
に
そ
の
名
が
使
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

(乙
9
)
『
便
覧
聯
輝
日
記
故
事
』
三
巻

〔
内
閣
文
庫

(ω
ミ
同
)
蔵
〕

封
面
上
位
千
家
詩
「
日
記
故
事
」
書
林
貌
岐
鳳
梓

首
巻
に
「
便
覧
聯
輝
日
記
故
事
一
巻
」
「
至
孝
類
」
と
し
て
二
十
四

孝
子
を
の
せ
、
巻
を
改
め
ず
に
「
生
知
類
」
と
し
て
「
日
記
故
事
」

の
内
容
を
続
け
る
。

巻
頭
に
毎
半
葉
に
四
孝
子
園
、
二
葉
、
計
十
六
孝
子
図
。
上
欄
に
附

千
家
詩
選
と
し
て
程
明
道
ほ
か
の
七
言
詩
を
載
せ
る
。
日
記
故
事
部

分
の
収
録
故
事
数
は
一
四
八
。

貌
岐
鳳
は
明
代
の
建
陽
の
書
坊
。
(
引
)

(
乙
叩
)
『
新
銀
龍
頭
全
像
註
樟
日
記
故
事
』
四
巻

〔
関
西
大
学
図
書
館
蔵
(
長
津
規
矩
也
氏
旧
蔵
書
)
)

羊
城
フ
懐
朱
鼎
臣
編
輯
、
武
林
書
坊
楊
玉
琳
梓
行
、
「
二
十
四

孝
類
」
と
し
て
二
十
四
孝
子
を
の
せ
、
巻
を
改
め
ず
に
「
生
知
類
」

と
し
て
日
記
故
事
の
内
容
を
続
け
る
。
故
事
白
み
で
五
言
詩
無
し
。

図
は
巻
頭
に
半
葉
の
舜
の
図
、
毎
半
葉
上
部
中
央
に
図
。
「
日
記
故

事
」
部
分
の
収
録
故
事
数
一
一
ニ
一
。

編
輯
と
さ
れ
る
朱
鼎
置
は
こ
の
書
の
他
に
『
新
刻
音
樟
穿
訓
評

林
演
義
三
国
志
史
簿
』
『
鼎
銀
全
相
唐
三
蔵
西
遊
侍
』
な
ど
六

種
田
刊
本
の
編
者
と
し
て
名
が
残
さ
れ
て
い
る
(
担
)
。
羊
城
と

は
江
西
省
梅
川
町
こ
と
で
あ
る
と
い
う
(
坦
)
。
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Z
U
)
『
新
刻
詳
註
分
類
合
像
日
記
故
事
』

四
巻

〔
陽
明
文
庫
蔵
〕

封
面
「
登
雲
日
記
故
事
」
四
知
堂
梓
。

巻
一
に
二
十
四
孝

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
一
孝
子
、
日
記
故
事
部
分

半
葉
お
き
に
上
図
入
り
。
収
録
故
事
数
一

O
三。

四
知
堂
に
つ
い
て
は
建
陽
申
書
坊
に
楊
氏
四
知
掌
と
い
う
も
の

が
あ
り
寓
暦
三
十
九
年
の
刊
本
が
あ
る
と
い
う
(
旬
。

(
乙
ロ
)
『
重
刻
初
頴
日
記
故
事
』
四
巻

〔
尊
経
閣
文
庫
蔵
〕

封
面
京
板
図
像
「
日
記
故
事
」
書
林
鄭
夢
斎
刊

巻
頭
に
「
重
刻
初
頴
日
記
故
事
序
」
唄
鳴
山
房

巻
一
に
一
一
十
四
孝
。
巻
末
に
「
全
像
廿
四
孝
巻
之
一
終
」

巻
三
巻
頭
「
西
清
堂
初
刻
分
類
注
稗
合
像
日
記
故
事
巻
之
こ

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
一
孝
子

西
清
堂
は
建
陽
の
倉
氏
西
清
堂
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
、
嘉
靖
か

ら
寓
暦
に
か
け
て
の
出
版
物
が
五
橿
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
(
酉
)

(
乙
日
)
『
忠
信
堂
四
刻
分
類
註
縛
合
像
初
頴
日
記
故
事
』
四
巻

(
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
〕

註
樫
全
像
二
十
四
孝
「
初
頴
日
記
故
事
」
忠
信
堂
熊
鹿
台
護

封
面
免。
(
乙
ロ
)
の
再
刻
本
と
思
わ
れ
る
。

巻
頭
に
「
四
刻
初
頴
日
記
故
事
序
」
忠
信
堂
主
人
識
(
(
乙
ロ
)
の

巻
頭
序
文
と
同
じ
)
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巻
一
に
二
十
四
孝
、
巻
一
巻
末
に
「
忠
信
堂
四
刻
註
鰐
分
類
全
像
廿

四
孝
巻
之
一
終
」

巻
二
の
首
に
「
忠
信
堂
四
刻
分
類
註
韓
合
像
初
頴
日
記
故
事
巻
之

一一」二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
一
孝
子

日
記
故
事
部
分
毎
半
葉
左
上
隅
ま
た
は
右
上
隅
に
国
入
り
。
収
録

故
事
数
一

O
七。

(
乙
弘
)
『
新
増
註
鰐
演
説
三
十
四
孝
故
事
』
一
巻
、
『
新
註
便
蒙
演
説

日
記
故
事
』
四
巻

〔
パ
リ
国
立
図
書
館
田
町
一
5
F
2
5
Z
R
H
O
E
-
o
官
同
日
ロ
自
蔵

(
n
y
M
ロ。
5
U
M
∞吋)(田)。

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
一
孝
子

日
記
故
事
部
分
無
図
。
収
録
故
事
数
一
二
九
。

註
釈
部
分
が
白
話
で
書
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
刊
本
は
文
中
に
「
皇
明
」
と
い
う
言
い
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
明
代
の
刊
本
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
が
、
以
下
の
二
種
は

清
代
に
入
っ
て
か
ら
の
出
版
で
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

(
乙
日
)
『
新
刻
標
題
二
十
四
孝
大
魁
日
記
故
事
』
、
『
新
刻
標
題
註
得

出
像
大
魁
日
記
故
事
』
春
二
巻
ド
イ
ツ
君
。
]
『
Eσ
言
。
-
z
o
E晶

宮
間
百
円
出

E
E
F
o
r蔵
(
訂
)

封
面
「
名
公
日
記
故
事
」
康
照
十
九
年
(
一
六
八

O
)
刊

二
十
四
孝
部
分
上
図
下
文
毎
半
葉
二
孝
子

日
記
故
事
部
分
は
毎
一
葉
の
表
ま
た
は
裏
の
上
部
中
央
に
図
入
り
。

図
上
部
に
四
文
字
の
題
名
あ
り
。

(
乙
日
)
『
増
訂
庚
日
記
故
事
詳
詮
』
二
巻
存
一
巻

〔
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
倉
石
文
庫
蔵
〕

江
南
城
寮
賓
門
秦
状
元
巷
李
光
明
荘
刊

上
巻
巷
頭
「
増
訂
贋
日
記
故
事
詐
註
目
録
」
あ
り
。

上
巻
は
じ
め
に
「
増
訂
責
日
記
故
事
詳
註
上
巻
」
郵
郡
王
相
晋
升

増
註
。
下
巻
欠
。
目
録
に
よ
れ
ば
二
十
四
孝
を
ふ
く
め
た
収
録
故
事

数
二
三
八
。

ま
ず
至
孝
類
と
し
て
毎
半
葉
に
二
辛
子
の
故
事
及
び
詩
、
見
聞
き

の
半
葉
に
白
下
李
石
の
署
名
入
り
の
図
像
を
の
せ
て
二
十
四
孝
を
収

録
。
次
ぎ
に
神
童
類
と
し
て
四
十
の
故
事
、
勤
学
類
と
し
て
-
一
十
五

の
故
事
を
の
せ
る
。
二
十
四
孝
部
分
以
外
は
無
図
。

巻
頭
に
朱
文
字
で
書
広
の
広
告
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
首
巻
長
落
の
た
め
、
二
十
四
孝
の
有
無
を
確
認
で
雪
な
か
っ
た

も
の
及
び
未
見
の
も
の
を
掲
げ
て
お
く
。

(
丙
)
首
巻
欠
落
の
た
め
、
「
二
十
四
孝
」
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
も

の。(丙
l
)
『
増
補
引
蒙
日
記
故
事
』
四
巻
(
巻
一
欠
)
黄
氏
刊
本

関
西
大
学
図
書
館
蔵
(
長
津
規
矩
也
氏
旧
蔵
書
)

巻
三
の
首
尾
に
「
六
刻
引
蒙
日
記
故
事
」
巻
四
の
首
に
「
六
刻
増

補
引
蒙
日
記
故
事
」

(丙
2
)
『
新
銀
重
訂
補
選
音
樽
大
字
日
記
故
事
大
成
』

五
1
巻
八
)

残
四
巻
(
巻

[
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
仁
井
田
文
庫
蔵
〕

高
暦
中
熊
氏
口
宜
口
書
舎
刊
本



(
丁
)
未
見
の
も
の

(
丁
l
)
『
新
刊
詳
明
日
記
大
全
』

存
九
巻

〔
上
海
図
書
館
蔵
〕

I日記故事jの現存刊本及びその出版の背景について

明
刻
本
上
図
下
文

金
文
京
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
序
は
ほ
と
ん
ど
欠
け
て
お
り
、

巻
首
の
残
存
部
分
に
「
詔
以
成
纂
集
」
の
文
字
が
見
え
る
。

「
二
十
四
孝
」
は
つ
い
て
い
な
い
。
巻
一
前
半
残
欠
、
図
的
右

端
に
小
題
あ
り
。

(丁
2
)
『
新
刊
徽
郡
原
板
校
正
鎗
像
註
煙
魁
字
天
悌
日
記
故
事
』
四
巻

〔
安
徽
省
図
書
館
蔵
)
(
却
)

周
少
葵
刻
本

昭

陽

何

胤

宗

校

(丁
3
)
『
日
記
故
事
』
存
巻
下

冊

〔
安
徽
省
図
書
館
蔵
]
(
四
)

万
暦
七
年
(
一
五
七
九
)
臨
濠
書
舎
刊

以
上
が
現
在
ま
で
に
所
在
を
確
認
で
き
た
「
日
記
故
事
」
刊
本
で
あ

る
。
こ
の
他
に
も
題
名
に
「
日
記
放
事
」
と
言
う
文
字
を
含
む
刊
本
は

い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
(
却
)
が
、
虞
詔
の
原
著
と
は
全
く
別
の
も

の
な
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
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こ
の
リ
ス
ト
を
見
渡
し
て
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
い
得
る
で
あ

ろ
う
。
(
一
)
現
存
す
る
「
日
記
故
事
」
の
刊
本
は
、
ほ
と
ん
ど
が
嘉
靖
年
間

以
降
の
も
の
で
あ
る
。
刊
行
年
が
不
明
な
も
の
で
も
嘉
靖
以
前
の
出

版
と
恩
わ
れ
る
も
の
は
無
い
。
無
論
、
嘉
靖
以
前
に
す
で
に
「
日
記
故

事
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
後
に
述
べ
る
葉
盛
の
『
水
東
日
記
』

巻
十
二
の
記
述
な
ど
か
ら
明
か
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
も

の
は
無
い
。

(
二
)
巻
首
に
「
二
十
四
孝
」
を
付
し
た
「
日
記
故
事
」
の
出
現
は
更

に
遅
く
、
万
暦
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

(
三
)
原
著
者
の
虞
龍
が
建
安
の
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
後
も

福
建
の
書
臨
時
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
巻
首
に
「
二
十
四
孝
」

を
付
け
る
こ
と
も
福
建
の
書
坊
が
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

種
々
の
材
料
か
ら
建
陽
の
出
版
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
は
、
甲
の

(
l
，
4
，
5
1
6
，
7
)
、
乙
の

(
l
，

z，
3
，
5
，
6
，
9
，

日
。
ロ
)
の
十
三
種
で
甲
乙
の
半
数
以
上
を
占
め
る
。
(
剖
)

(乙

7
)
の
黄
正
選
(
台
甫
)
は
建
揚
ま
た
は
徽
州
の
書
坊
、
(
丁
2
)

(了

3
)
も
徽
州
の
書
坊
の
出
版
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
(
乙
2
)
(
乙

3
)
(
乙
7
)
が
と
も
に
「
徽
郡
原
板
」
を
謡
う
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、

徽
州
版
を
原
版
と
す
る
こ
と
が
商
業
的
に
価
値
有
る
も
の
と
見
な
さ
れ

た
よ
う
で
あ
り
、
徽
州
の
童
日
坊
と
福
建
可
書
坊
と
の
関
係
に
は
ま
だ
解

明
さ
れ
る
べ
き
点
が
多
い
。

(
四
)
(
甲
3
)
を
除
い
て
他
は
す
べ
て
書
坊
に
よ
る
営
利
出
版
で
、
ほ

と
ん
ど
は
図
入
り
の
刊
本
で
あ
る
。
現
存
す
る
図
の
入
っ
て
い
な
い

「
日
記
故
事
」
は
(
甲
3
)
(
乙
H
)
(
乙
団
)
の
三
種
の
み
で
あ
る
。

(乙
M
)
(
乙
凶
)
は
前
に
付
け
ら
れ
た
三
十
四
孝
部
分
は
よ
図
下
文
の

体
裁
で
あ
る
。
唯
一
、
全
く
絵
図
の
な
い
(
甲
3
)
は
官
刻
ま
た
は
私

刻
本
と
思
わ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
も
私
刻
本
と
し
て
出
版
し
た
と
恩
わ
れ

る
記
録
(
担
)
も
見
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
無
い
。
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(
五
)
「
日
記
故
事
」
に
収
録
す
る
故
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
出
入
り
が
あ
っ

て
編
者
に
よ
っ
て
か
な
り
自
由
に
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
現
在
調
べ
得
た
限
り
で
は
、
収
録
故
事
数
は
最
多
の

(甲
2
)
の
三
九
二
か
ら
、
最
少
の
(
乙
日
)
の
一

O
三
ま
で
と
い
う

幅
が
あ
る
。
(
甲
2
)
に
し
て
も
編
者
に
よ
っ
て
故
事
の
取
捨
選
択
が

行
わ
れ
、
虞
留
の
原
著
の
ま
ま
で
は
な
い
。

(
六
)
校
訂
や
編
纂
に
あ
た
っ
た
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
、
か
な
り
の
教
養

を
身
に
つ
け
た
人
物
と
思
わ
れ
る
が
地
方
士
山
な
ど
に
名
の
残
る
者
は

(甲
3
)
の
朱
天
球
、
(
乙
5
)
申
張
端
図
、
(
乙
8
)
の
陳
継
儒
由
み

で
あ
る
。
後
の
二
人
は
共
に
明
末
の
有
名
人
で
あ
り
、
書
庖
が
宣
伝
の

た
め
に
そ
の
名
を
借
り
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
校
訂
者
は
ど

の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
一
五
世
紀
に
入
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
か
ら
生
員
が
急
増
し
た
こ
と
は
何
柄
様
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
習
が
、
こ
れ
ら
の
、
生
員
四
資
格
を
持
ち
つ
つ
官
途
に
つ
く
こ
と
の

な
か
っ
た
土
人
た
ち
(
出
)
が
校
訂
者
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い

る。(
七
)
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
見
る
限
り
、
清
代
に

入
っ
て
か
ら
「
日
記
故
事
」
の
出
版
は
急
速
に
減
少
し
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
明
末
清
初
の
戦
乱

お
よ
び
清
朝
の
言
論
統
制
に
よ
っ
て
建
陽
の
書
坊
が
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
、
衰
退
に
向
か
っ
た
こ
と
(
き
で
あ
る
。
た
だ
清
代
に
も
各
種

の
塾
で
「
日
記
故
事
」
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記

録
が
あ
る
(
想
。
し
か
し
そ
れ
が
虞
詔
の
原
著
の
流
れ
を
引
く
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
が
無
い
た
め
確
か
め
ら
れ
な

当

。
し

「
日
記
故
事
」
出
版
の
背
景

ー
「
日
記
故
事
」
に
つ
い
て
の
記
録

現
存
す
る
「
日
記
故
事
」
の
刊
本
で
出
版
年
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

は
す
べ
て
、
嘉
靖
、
万
磨
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
出
版
年
目
不
明
な
も

の
で
も
、
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
も

ち
ろ
ん
嘉
靖
以
前
に
も
「
日
記
故
事
」
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
記
録
は
存
在
す
る
。

嘉
靖
以
前
で
、
「
日
記
故
事
」
に
触
れ
て
い
る
記
録
を
探
っ
て
み
る

と
、
ま
ず
、
時
代
の
早
い
も
の
と
し
て
は
天
順
七
年
(
一
四
六
三
)
の

春
に
痘
癒
の
た
め
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
太
倉
城
南
の
沈
氏
一
族
の
三

人
の
幼
子
の
墓
誌
で
あ
る
「
沈
氏
三
鷹
窒
誌
銘
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

八
才
で
亡
く
な
っ
た
男
児
に
つ
い
て
「
慶
生
は
生
ま
れ
つ
き
聡
明
で
孝

を
わ
き
ま
え
て
お
り
、
日
記
故
事
数
十
首
を
そ
ら
ん
じ
て
い
た
」
(
ぎ

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
日
記
故
事
」
が
八
歳
の
子
供
に

と
っ
て
親
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

次
ぎ
に
早
い
も
の
が
先
に
ふ
れ
た
葉
盛
白
『
本
東
日
記
』
巻
十
二
の
記

事
で
あ
る
。

「
書
坊
の
出
版
す
る
物
語
で
流
通
し
て
い
る
も
の
は
多
い
が
良
い
も
の

は
少
な
い
。
た
だ
建
安
の
虞
龍
、
以
成
白
日
記
故
事
は
ひ
と
え
に
楊
文

公
と
朱
晦
庵
の
遺
訓
を
主
と
し
て
い
る
。
(
中
略
)
近
年
、
裏
城
の
李

公
が
肱
の
書
を
重
刊
し
て
い
る
。
(
後
略
)
」
(
招
)

葉
盛
は
成
化
十
年
(
一
四
七
五
)
に
五
十
五
才
で
卒
し
て
い
る
か
ら

(
号
、
成
化
以
前
に
重
刊
さ
れ
た
「
日
記
故
事
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
記
述
か
ら
は
当
時
の
刊
本
が
挿
し
絵
を
伴
っ
て
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い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

今
、
我
々
が
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
嘉
靖
期
に
入
っ
て
、
建
陽
の
書
坊

か
ら
出
版
さ
れ
た
挿
し
絵
入
り
白
「
日
記
故
事
」
が
多
数
現
存
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
挿
し
絵
入
り
の
「
日
記
故
事
」
の
購
買
者
は
ど
の

よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
?

嘉
靖
期
に
入
る
と
女
性
が
「
日
記
故
事
」
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
を

示
す
記
録
が
二
篇
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
朱
淵
の
「
祭
寄
慶
辞
」
で
甫
回
の
黄
道
卿
の
母
親
の
六
十
才
の

誕
生
日
を
祝
う
文
中
で
、
「
下
の
も
の
を
慈
し
み
、
四
人
の
子
供
達
を

等
し
く
よ
く
育
て
、
衣
服
は
問
う
ま
で
も
な
く
そ
の
出
処
を
知
っ
て
い

た
。
よ
く
『
小
学
日
記
故
事
』
を
子
供
達
に
語
り
教
え
、
女
性
の
客
が

来
る
と
必
ず
朗
請
し
て
解
説
さ
せ
た
。
」
(
咽
)
と
そ
の
賢
母
ぶ
り
を
讃

え
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
唐
順
之
の
「
盛
肩
入
墓
誌
銘
」
で
、
居
庸
山
人
顧
存
仁
の

妻
で
嘉
靖
二

O
年
(
一
五
四
一
)
に
卒
し
た
盛
濡
人
を
讃
え
る
文
章

の
中
に
「
薦
人
は
若
い
と
き
か
ら
小
学
や
孝
経
の
書
を
読
み
、
よ
く
そ

の
教
え
を
理
解
し
て
い
た
。
普
段
か
ら
書
を
好
み
は
し
た
が
た
だ
仏
書

は
好
ま
な
か
っ
た
。
家
事
の
合
聞
に
は
『
小
学
日
記
故
事
』
や
小
説
を

読
ん
で
は
解
説
を
加
え
、
古
人
の
偉
大
な
行
い
に
触
れ
る
た
び
に
手
を

打
っ
て
、
烈
士
た
る
も
の
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
感
嘆
し
た
。
」

(
型
、
と
あ
る
。

一
章
の
リ
ス
ト
(
乙

4
)
白
版
本
が
明
ら
か
に
女
性
の
読
者
を
も
対

象
と
し
て
編
纂
吉
れ
て
い
る
(
担
)
こ
と
か
ら
見
て
も
、
「
自
記
故
事
」

は
女
性
に
も
多
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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こ
れ
ら
は
す
べ
て
上
層
の
知
識
階
級
の
例
で
あ
る
が
、
下
層
の
庶
民

に
と
っ
て
も
「
日
記
故
事
」
は
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
代
に
広
く

行
わ
れ
た
小
学
教
育
の
機
関
、
社
学
で
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
記
録
が
い
く
つ
か
あ
る
。

嘉
靖
十
四
年
以
前
に
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
黄
佐
の
『
泰
泉
郷
礼
』

巻
三
の
「
郷
校
」
に
は
社
学
の
内
容
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
晩
翠
の
課
業
と
し
て
礼
儀
を
習
い
、
早
事
で
読
ん
だ
脅
白
復

習
を
す
る
こ
と
を
あ
げ
た
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
後
五
日
に
一
回
、
制
引
制
酬
明
及
び
同
制
制
覇
の
内
の
古
人
の
嘉

言
善
行
の
一
段
を
教
え
る
。
た
と
え
ば
劃
割
扇
枕
、
岡
鋭
懐
橘
の
類

を
、
口
語
で
説
き
聞
か
せ
静
か
に
聞
き
入
ら
せ
る
。
」
(
岨
)

嘉
靖
期
の
社
学
と
「
日
記
故
事
」
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
う
一
つ
の
資

料
は
酒
井
忠
夫
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
聖
訓
演
』
巻
中
に
見
え
る
巡
按
陳

酉
監
察
御
史
唐
錆
の
案
験
で
あ
る
。
{
判
)

『
聖
訓
演
』
は
太
担
の
六
言
の
漬
解
書
で
三
巻
か
ら
成
り
、
嘉
靖
十
六

年
の
唐
錆
申
後
序
が
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
以
後
の
も
の
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
中
巻
は
巡
按
侠
西
監
察
御
史
唐
錆
が
監
察
の
結
果
見
出

し
た
郷
村
政
治
の
弊
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
受
け
た
蒲
城
県
儒
学
教
諭
の

解
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

『
聖
訓
演
』
中
巻
の
冒
頭
、
監
察
御
史
の
案
験
の
部
分
で
は
ま
ず
、

洪
武
三
十
一
年
(
一
三
九
八
)
の
「
教
民
梼
文
」
で
定
め
ら
れ
た
太
祖

の
六
言
を
木
鐸
老
人
に
叫
喚
さ
せ
る
制
度
が
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
形

骸
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
ら
た
め
て
仕
事
を
真
面
目
に

行
う
人
物
を
選
ん
で
木
鐸
老
人
に
任
命
し
、
望
日
と
朔
日
に
訓
論
さ
せ

る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
あ
と
に
、
木
鐸
の
訓
諭
と
と
も
に
重
要
な
こ
と
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と
し
て
社
学
で
の
童
蒙
へ
の
教
育
を
あ
げ
教
読
(
社
学
の
教
員
)
を
各

郷
に
派
遣
し
て
教
誇
さ
せ
る
と
と
も
に
、
声
の
よ
く
と
お
る
児
童
六
名

を
選
ん
で
「
訓
諭
註
解
」
を
朗
読
さ
せ
る
。
月
の
十
五
日
に
は
木
鐸
老

人
と
共
に
各
郷
で
、
一
日
に
は
城
内
に
赴
き
童
生
と
と
も
に
役
人
の
前

で
「
訓
論
註
解
」
を
項
目
ご
と
に
大
声
で
朗
請
さ
せ
る
P

役
所
の
す
A

て
の
正
規
の
人
員
と
城
内
の
坊
廟
白
老
幼
の
も
由
は
月
台
の
下
の
左
右

に
立
っ
て
静
聴
す
る
。
そ
し
て
「
日
記
故
事
」
「
為
善
陰
際
」
「
孝
経
」

「
小
学
」
か
ら
倫
理
に
関
す
る
項
目
を
徳
目
ご
と
に
あ
げ
て
講
義
す
べ

し
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(
時
)

こ
の
記
述
は
「
日
記
故
事
」
が
社
学
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
直

接
に
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
社
学
の
学
生
に
と
っ
て
「
日
記
故
事
」

が
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
前
章
で
あ
げ
た
(
甲
3
)
の
嘉
靖
四
十
五
年
の
朱
天
球
の
「
刻

日
記
故
事
序
」
に
「
予
は
山
東
省
に
至
っ
て
社
学
を
興
作
し
、
ま
ず
小

学
の
書
白
善
な
る
を
購
入
し
、
刻
し
て
こ
れ
を
頒
布
し
た
。
ま
た
日
記

故
事
の
書
を
取
り
そ
の
誤
っ
た
文
字
を
正
し
て
重
刻
し
て
頒
布
し
た
」

(
特
)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
、
例
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
『
世
間
暦
績
渓
県
志
』
七
に
も
社
学
の
教
材
と
し
て
「
日

記
」
「
故
事
」
な
る
も
白
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
(
竺

2

社
学
に
つ
い
て

社
学
は
元
の
至
元
七
年
(
一
二
七

O
)
に
頒
布
吉
れ
た
「
農
桑
之
制

十
四
条
」
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
(
想
。
元
で
は
五
十
家
を
単
位
と
す

る
「
社
」
と
い
う
単
位
が
設
け
ら
れ
、
各
社
に
一
つ
の
学
校
が
設
け

ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
明
か
で
無
い
こ
と
が
多
い
。
明
の
太
祖
は
こ
の
制
度
を
引

き
継
い
だ
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
(
咽
)
に
よ
り
つ
つ
、

明
代
の
社
学
の
概
況
を
述
べ
る
。

明
代
に
国
家
が
正
式
に
社
学
の
設
立
に
言
及
し
た
の
は
明
初
の
洪
武

八
年
の
太
祖
の
命
令
に
始
ま
る
(
印
)
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
二
月
に
は

礼
部
は
全
国
に
各
府
、
州
、
県
に
社
学
を
五
十
家
に
一
カ
所
ず
つ
設
立

す
る
よ
う
に
と
の
通
知
を
発
し
た
。
五
百
余
種
目
明
清
の
地
方
志
を

調
べ
る
と
、
洪
武
八
年
に
成
立
し
た
社
学
の
数
は
一
二
五
五
と
い
う
突

出
し
た
値
を
示
し
て
い
る
と
い
う
(
包
。
し
か
し
地
方
官
が
金
を
と
っ

て
生
徒
を
集
め
た
り
す
る
弊
害
が
続
出
し
た
た
め
、
洪
武
十
三
年
こ

ろ
ま
で
に
、
こ
の
方
針
は
変
更
さ
れ
社
学
は
一
旦
廃
止
さ
れ
た
。
然
し

洪
武
十
六
年
に
は
太
祖
は
再
び
社
学
の
復
活
を
命
じ
、
た
だ
し
官
吏
は

関
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
教
育
を
完
全
に
民
聞
に
ゆ
だ
ね
た

(
盟
)
。
こ
の
二
年
前
、
洪
武
十
四
年
に
は
里
甲
制
が
確
立
し
た
こ
と
が

こ
の
社
学
復
活
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
恩
わ
れ
、
以
後
、
社
学
は
各

里
に
一
つ
設
け
ら
れ
た
(
田
)
。
さ
ら
に
洪
武
十
八
年
か
ら
十
九
年
に
か

け
て
「
御
製
大
詰
」
「
同
続
編
」
「
周
三
編
」
を
発
布
し
、
洪
武
二
十
周

年
に
は
、
大
詰
を
民
間
の
子
弟
に
講
読
さ
せ
、
社
学
に
お
い
て
教
え
、

三
年
後
に
は
教
師
は
生
徒
を
率
い
て
礼
郁
に
至
り
、
暗
請
さ
せ
、
そ

の
出
来
の
善
し
悪
し
に
応
じ
て
賞
を
与
え
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
(
号
。
洪
武
三
十
一
年
に
は
「
教
民
梼
文
」
が
発
布
さ
れ
て
、
里
老

人
、
木
鐸
老
人
の
制
が
定
め
ら
れ
た
(
田
)
。
「
教
民
梼
文
」
第
十
八
条

に
は
太
祖
の
「
六
言
」
(
孝
順
父
母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓

子
孫
、
各
安
生
理
、
母
作
非
為
)
を
毎
月
六
回
、
木
鐸
老
人
に
叫
喚
さ

せ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
(
想
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
定
め
は
、
末
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端
で
は
実
行
さ
れ
ず
、
空
文
化
し
て
い
っ
た
ら
し
く
、
、
一
本
楽
か
ら
宣
徳

年
間
(
一
四

O
三

1
一
四
三
五
)
に
新
設
さ
れ
た
各
地
の
社
学
の
数

は
、
五
百
余
の
地
方
志
の
記
録
を
調
べ
て
も
三
十
余
り
し
か
見
つ
か
ら

な
い
と
い
う
(
町
)
。
正
統
年
間
(
一
四
三
六
:
一
回
四
九
)
に
は
提
学

官
の
管
轄
範
囲
に
社
学
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
学
は
国
家
の
管

理
の
も
と
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
は
し
た
が
、
実
際
に
設
置
さ
れ
る

数
は
や
は
り
少
な
か
っ
た
。
明
代
の
各
揖
慢
の
小
学
が
隆
盛
に
向
か
う
の

は
弘
治
年
間
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

『
中
国
教
育
制
度
通
史
』
第
四
巻
二
七
二
頁
に
み
え
る
呉
宣
徳
氏
作

成
の
表
「
明
代
小
学
の
地
域
分
布
」
を
以
下
に
示
す
。
こ
の
表
は
、
家

塾
、
私
塾
、
蒙
館
、
義
学
、
社
学
な
ど
の
児
童
教
育
機
関
の
総
称
と
し

て
申
「
小
学
」
に
つ
い
て
の
統
計
で
あ
る
の
で
、
社
学
の
動
向
を
正
確

に
反
映
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
弘
治
期
か
ら
万
暦
期
に
か
け
て

各
地
の
「
小
学
」
が
急
速
に
増
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
明
代
の
社
学
の
具
体
的
な
姿
を
王
蘭
蔭
の
研
究
な
ど
か
ら
う
か

が
っ
て
み
る
。

社
学
は
都
市
部
だ
け
で
な
く
農
村
に
も
多
く
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。

王
蘭
蔭
の
統
計
に
よ
れ
ば
所
在
地
の
わ
か
る
三
八
三
七
の
社
学
の
う

ち
、
郷
の
社
学
は
七
三
%
強
、
城
の
社
学
は
二
六
%
強
で
あ
る
と
い
う

(田)。教
師
は
一
社
学
に
つ
い
て
一
人
か
ら
二
人
で
、
国
子
監
生
、
生
員
あ

る
い
は
退
職
官
吏
を
当
て
、
教
師
の
待
遇
と
し
て
は
差
役
，
信
役
を
免

ぜ
ら
れ
る
ほ
か
に
穀
糧
や
修
金
を
給
せ
ら
れ
る
、
官
に
没
収
さ
れ
た
土

地
の
耕
作
権
を
あ
た
え
ら
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
学
生
に
つ

い
て
は
多
く
は
民
間
の
子
弟
で
優
秀
な
者
と
い
う
以
外
の
制
限
は
無
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〈
、
入
学
生
の
年
齢
は
七
、
八
歳
か
ら
十
五
歳
で
と
〈
に
厳
格
な
き
ま

り
は
無
か
っ
た
と
い
う
。
女
子
の
入
学
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
資
料
が
無
い
。
学
費
は
、
財
政
的
に
豊
か
な
社
学
は
学
費
を
徴

収
し
な
い
ば
か
り
か
紙
筆
油
な
ど
を
支
給
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
財
政

的
に
不
足
す
る
社
学
で
も
富
者
の
子
弟
の
み
に
学
費
を
納
め
さ
せ
、
貧
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し
い
子
弟
に
は
学
費
を
免
除
し
、
さ
ら
に
米
粟
紙
筆
な
ど
を
支
給
す
る

社
学
も
あ
っ
た
(
号
。
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
正
統
元
年
以
降
、

社
学
で
の
成
績
が
優
秀
な
も
の
は
儒
学
へ
進
み
科
挙
受
験
を
め
ざ
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
儒
学
の
定
員
が
限
ら
れ
て
い

た
の
で
、
社
学
を
終
え
た
後
は
家
に
帰
る
学
生
が
大
多
数
で
あ
っ
た

(
田
)
。
す
な
わ
ち
、
社
学
は
事
実
上
、
科
挙
の
受
験
を
目
的
と
し
な
い

庶
民
階
層
へ
白
教
育
を
も
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

語

「
日
記
故
事
」
の
現
存
す
る
刊
本
で
、
嘉
靖
、
万
暦
期
の
も
の
が
多

い
こ
と
と
、
前
出
の
表
で
の
小
学
の
数
の
動
向
と
四
閣
に
は
関
連
が

あ
る
。
嘉
靖
期
以
前
の
刊
本
が
現
存
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
別
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
嘉
靖
期
以
降
、
「
日
記
故
事
」
の
諸
本

は
、
社
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
「
小
学
」
で
町
教
科
書
と
し
て
広

い
購
買
層
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
教
科
書

と
い
っ
て
も
一
人
一
人
の
生
徒
が
書
物
を
購
入
で
き
た
と
は
考
え
に
く

い
。
教
師
が
所
持
す
る
一
冊
の
「
日
記
故
事
」
を
そ
の
挿
し
絵
を
示
し

つ
つ
教
師
が
語
り
聞
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
泰
泉
郷
礼
』
や
『
聖
訓

演
』
の
例
で
は
社
学
の
教
師
や
役
人
が
こ
の
書
町
内
容
を
口
語
で
語
り

聞
か
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
(
乙
U
)
の
刊
本
の
注
釈
が

白
話
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

万
暦
以
後
に
「
日
記
故
事
」
に
「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
が
合
綴
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
よ
り
幼
い
年
齢
の
子
供
に
向
け
た
初
級
段

階
の
教
材
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
「
日
記
故
事
」
が

社
学
に
学
ぶ
八
歳
か
ら
十
五
歳
程
度
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
家
庭
で
教
育
を
受
け
る
幼
い
子
供
へ
の
教
材
と
し

て
二
十
四
孝
の
よ
う
な
親
孝
行
を
説
く
も
の
が
適
当
と
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
「
日
記
故
事
」
が
小
学
で
の
教
育
に
留
ま
ら
ず
、

家
庭
内
で
の
教
育
に
も
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す

も
白
か
も
し
れ
な
い
。

「
日
記
故
事
」
は
社
学
に
学
ぶ
八
歳
か
ら
十
五
歳
程
度
の
生
徒
達
や
、

上
層
の
家
庭
の
女
性
や
子
供
達
と
い
っ
た
初
学
の
人
々
を
対
象
と
し
た

道
徳
教
伯
の
書
と
し
て
福
建
の
書
坊
を
は
じ
め
と
す
る
営
利
出
版
業
者

に
よ
っ
て
何
種
類
も
出
版
さ
た
。
中
国
全
土
の
み
な
ら
ず
、
日
本
な
ど

の
外
国
に
ま
で
輸
出
さ
れ
た
の
も
、
絵
入
り
白
道
徳
教
訓
書
で
あ
る
こ

と
が
児
童
教
育
の
書
と
し
て
役
立
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
飛
躍
し
た
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
一
元
代
に
作
ら
れ
た
虞
留

の
「
小
学
日
記
故
事
」
、
郭
居
敬
の
「
全
相
二
十
四
孝
詩
選
」
も
、
元

代
の
社
学
ま
た
は
家
庭
内
の
教
育
で
使
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
ま
れ

た
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

建
陽
、
徽
州
申
地
で
こ
れ
ら
白
書
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
の
も
こ
の

陣
地
が
朱
子
学
の
伝
統
を
色
濃
く
受
け
継
ぐ
土
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る。
明
末
の
白
話
小
説
や
戯
曲
を
は
じ
め
と
す
る
出
版
業
白
繁
栄
の
前
提

と
し
て
は
、
一
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
生
員
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
、
出
版
業
や
社
学
の
教
師
と
い
っ
た
職
業
に
つ
く
士
人
が
増
加
し
た

こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
と
し
て
、
社
学
で
教
育
を
受
け
た
庶
民
自
識

字
層
の
増
大
が
あ
る
こ
と
、
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い

、A
O
，ヵ
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注(
1
)

後
出
の
(
甲
2
)
刊
本
に
み
え
る
歴
耕
老
農
(
虞
詔
)
の
序

文
で
は
「
小
学
日
記
」
と
の
み
称
す
る
が
、
巻
一
巻
頭
で
は

「
新
増
図
像
小
学
日
記
故
事
大
全
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
故
事
」

の
名
を
付
け
加
え
た
の
は
書
坊
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
(
甲
2
)
刊
本
所
収
の
歴
耕
老
農
「
小
学
日
記
序
」
。
楊
億
の

こ
の
言
葉
は
『
小
学
』
嘉
言
第
五
に
も
引
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)

①
橋
本
草
子
「
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
と
郭
居
敬
」
(
『
人

文
論
叢
』
四
三
号
平
成
七
年
一
月
)

②
「
『
孝
行
録
』
と
『
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
所
収
説
話
の

比
較
」
(
『
人
文
論
叢
』
)
四
四
号
平
成
八
年
一
月
)

③
「
『
日
記
故
事
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
(
『
人
文
論
叢
』

四
六
号
平
成
一

O
年
一
月
)

(
4
)

張
志
公
『
伝
統
語
文
教
育
教
材
論
』
(
上
海
教
育
出
版
社

一
九
九
二
年
)
八
四
頁
、
二
一
五
頁
に
引
か
れ
る
芝
蘭
室
刊

『
分
類
注
釈
初
穎
故
事
』
、
康
照
刊
尺
木
堂
本
な

E
o
徳
田
進

「
孝
子
説
話
集
の
研
究
』
(
井
上
書
一
一
房
、
昭
和
三
八
年
三
月
)
の

中
世
篇
研
究
資
料
目
録
中
国
の
部
二
一
一
一
に
見
え
る
『
六
刻
増
補

注
釈
合
像
引
蒙
日
記
故
事
』
な
ど
。

(
5
)

謝
水
順
、
李
挺
『
福
建
古
代
刻
書
』
(
福
建
人
民
出
版
社

一
九
九
七
年
)
二
九
二
夏
!
一
一
九
五
頁

(
6
)
F己忌
-
o
n
F
5
4
2
E
E
同
P
L吉
田
同
二
国
自
主
巴
E〈
R
g
q

旬開
1
n
u
m
ω
N
C
C
M
)
H
U
H
申
叶

(
7
)

注
5
所
引
書
、
一
一
九
三
頁
。

(
8
)

こ
の
年
代
に
つ
い
て
は
注
3
所
引
論
文
③
参
照
。

(
9
)

大
津
頴
浩
「
「
啓
蒙
と
挙
業
の
あ
い
だ
」
(
「
『
東
洋
文
化
研

究
』
第
七
号
二

O
O五
年
三
月
)
に
洪
武
四
年
金
陵
王
氏
動

有
書
堂
刊
『
魁
本
対
相
四
言
雑
字
』
(
京
大
工
学
部
建
築
図

書
室
蔵
)
な
る
書
物
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
覆
製
本
(
大

E
九
年
七
月
米
山
堂
)
に
よ
れ
ば
表
紙
に
「
洪
武
辛
亥
孟
秋

吉
田
金
陵
王
氏
捌
相
劃
劃
新
刊
」
の
文
字
が
み
え
る
。
な
お

『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
は
こ
の
『
四
言
雑
字
』
の
ほ
か
に
二
種

の
書
が
金
陵
王
氏
勤
有
堂
の
名
で
み
え
て
い
る
。
こ
の
書
の
原

本
も
金
陵
の
書
坊
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
か
。

(
叩
)
崇
禎
「
樟
州
府
志
」
巻
二
十
一

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
津
州
市
委
員
会
の
ホ

I
ム
ベ

l
ジ

(
刊
)
注
5
所
引
書
三

O
六
頁
3
=
二

O
頁

(
m
M
)

注
6
所
引
書
司

ω
E
吋
佐
官
出
聞
の

Na

(
M
M
)

注
6
所
引
書

}
U
U
C
C
J
「
岳
町
田
印
の
N

g

ま
た
注
5
所
引
書
二
六
O
頁

(
叫
)
方
彦
寿
「
向
学
人
物
対
建
刻
友
展
的
影
咽
」
(
「
福
建
治
誌
」

一
五
巻
二
期
一
九
八
八
年
四
月
)

(
時
)
注
5
所
引
書
二
七
七
頁

(
市
)
注
5
所
引
書
二
七
六
頁
1
三
七
七
頁

(
げ
)
『
明
史
』
巻
二
八
八
、
文
苑
図
。
巻
三

O
六
、
閣
黛

(
惚
)
劉
尚
恒
『
徽
州
刻
書
与
蔵
書
』
六
九
頁

(
叩
)
注
6
所
引
書
℃
N

∞∞
J

『
島
町
田
e

印
の
む

(
初
)
大
木
康
「
山
人
陳
継
儒
と
そ
の
出
版
活
動
」
(
『
明
代
史
論

叢
』
下
汲
古
書
院
一
九
九
O
年
三
月
)
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(
引
)
注
6
所
引
書

U
N
S
J
「
量
何
回
日
の
H
N白

(
辺
)
金
文
京
「
朱
鼎
臣
輯
本
新
刻
音
蒋
芳
訓
坪
林
演
又
三
国
志
史

侍
前
吉
」
(
三
国
志
演
文
古
版
H
A
刊
五
科
「
朱
鼎
臣
輯
本
三
国

志
伶
」
中
華
全
国
図
書
館
縮
微
復
製
中
心
一
九
九
五
年
)

(
お
)
(
英
)
貌
安
『
三
国
演
義
版
本
考
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
六
年
)
一
二
三
頁
1
一
二
四
頁

(
刷
出
)
注
6
所
引
書

U
N
C叶
J
『m
E何
回
日
の
N
C寸

(
お
)
注
6
所
引
書
℃
印
宮
叶
ω
E
o回
印
の

ω
8

(
出
血
)
大
津
田
開
浩
氏
に
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
。

(
m
U
)

注
却
に
同
じ
。

(
お
)
『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
H
C
C
N
A
い
に
よ
る
。

な
お
、
周
蕪
『
徽
派
版
画
史
論
集
』
(
安
徴
美
術
出
版
社
一

九
八
五
)
図
九
一

O
で
は
『
天
梯
日
記
故
事
』
存
三
巻
、
一

冊
と
あ
る
。

(
勾
)
周
蕪
「
徽
派
版
画
史
論
集
』
図
七

i
八、

張
国
標
『
徽
派
版
画
芸
術
』
(
安
徽
美
術
出
版
社
一
九
九

六
)
九
一
五
頁

(
初
)
大
津
穎
浩
「
『
鼎
鏡
図
朝
史
記
事
貿
類
編
評
揮
日
記
故
事
』

解
題
」
(
『
東
洋
文
佑
研
究
』
七
号
三

O
O五
年
三
月
)
に
紹

介
さ
れ
る
『
鼎
鐙
園
朝
史
記
事
寅
頬
編
評
鐸
日
記
故
事
』
、
『
学

堂

B
記
故
事
図
説
』
(
「
『
宝
巻
』
初
集
第
三
十
九
冊
所
収
」
な

y
コ

(
引
)
な
お
、
注
6
所
引
書
の
二
三
五
頁
で
は
現
存
す
る
建
陽
刊
の

「
日
記
故
事
」
が
十
一
種
ほ
ど
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
書
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
あ
げ
た
十
三
種
、
と
ど
こ

ま
で
重
複
し
て
い
る
の
か
確
認
で
き
な
い
。

(
位
)
四
庫
全
書
所
収
『
山
西
通
志
』
巻
百
四
十
四
孝
義
四
に

郭
紀
借
の
弟
繕
が
善
行
に
よ
っ
て
握
表
さ
れ
、
そ
の
子
の
且
内
が

日
記
故
事
を
刊
行
し
て
世
に
行
わ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
『
明
代
版
刻
綜
録
』
巻
一
に
は
申
安
刊
「
日
記
故
事
」
一
一

巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
申
安
は
嘉
靖
の
挙
人
で
真
定
の
知
府

を
勤
め
た
人
物
と
い
う
。

(
泊
)
何
痢
様
寺
田
隆
信
・
千
種
真
一
訳
『
科
挙
と
近
世
中
国
社

会
』
(
平
凡
社
一
九
九
三
年
二
月
)

第
五
章
社
会
変
動
に
影
響
す
る
諸
要
因
試
験
と
官
立
学
校

(
剖
)
酒
井
忠
夫
『
中
国
善
書
の
研
究
』
上
(
図
書
刊
行
会

一
九
九
九
年
二
月
)
第
二
章
、
一
郷
紳
・
士
人
の
用
語

(
担
)
注
5
所
引
書
、
第
四
章
第
一
節
「
清
代
建
陽
坊
刻
的
衰
微
」

(
お
)
大
津
穎
浩
「
「
啓
蒙
と
挙
業
の
あ
い
だ
」
(
「
『
東
洋
文
化
研

究
』
第
七
号
二

O
O五
年
三
月
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
星
中

溶
『
二
十
四
孝
考
』
の
道
光
十
五
年
(
一
八
三
五
)
の
序
文
、

余
治
「
得
一
録
』
巻
十
之
三
所
収
の
「
義
学
章
程
」
そ
自
他
。

(
釘
)
鄭
文
康
『
平
犠
藁
』
巻
十
四

「
性
聡
慧
且
知
孝
。
能
請
日
記
故
事
数
十
首
」

(
拘
)
葉
盛
『
水
東
日
記
』
巻
十
二

「
故
事
書
坊
印
本
行
世
頗
多
。
而
善
本
甚
鮮
。
惟
建
安
虞
詔
以

成
日
記
故
事
以
為
一
主
楊
文
公
朱
晦
庵
之
遺
意
。
(
中
略
)
近

歳
裏
城
李
公
重
刊
此
書
。
(
後
略
こ

(
お
)
「
明
史
」
巻
一
七
七
列
伝
六
五

(
叩
)
朱
湘
『
天
馬
山
房
遺
稿
』
巻
三
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「
慈
恵
逮
下
、
淑
均
四
子
、
襟
裾
不
問
、
可
知
其
所
出
。
能
言

口
授
以
小
学
日
記
故
事
、
女
賓
至
、
必
令
朗
語
講
解
。
」

(
削
)
唐
順
之
「
荊
川
先
生
文
集
」
巻
十
五

「
肩
入
自
少
讃
小
学
孝
経
書
頗
解
意
旨
、
故
平
生
喜
書
。
然
濁

不
喜
悌
書
。
中
績
有
問
、
剤
取
小
学
日
記
故
事
?
稗
官
小
説
、

家
諸
説
之
。
毎
至
古
人
壮
節
偉
行
、
則
撃
手
詫
嘆
、
以
為
烈
士

首
知
且
足
。
」

(
位
)
(
乙

4
)
で
は
巻
末
に
「
子
道
類
」
「
女
道
類
」
「
婦
道
類
」

「
妻
道
類
」
の
四
つ
の
女
性
に
関
す
る
標
目
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。

(
m
M
)

黄
佐
『
泰
泉
郷
種
』
巻
一
ニ
「
郷
校
」

「
自
後
五
日
一
次
、
教
以
朱
子
小
学
及
日
記
故
事
内
古
人
嘉
言

善
行
一
段
、
如
黄
香
扇
枕
、
陸
績
懐
橋
之
類
、
直
白
説
之
z

令

其
静
黙
諦
聴
。
」

(
判
)
注
斜
所
引
書
六
五
頁
1
六
九
頁
、
七
九
頁

(
特
)
『
聖
訓
潰
』
巻
中
(
蓬
左
文
庫
蔵
)

「
然
木
鐸
但
可
訓
諭
而
蒙
養
則
係
於
社
学
、
二
者
間
相
表
裏
也
。

伯
選
教
頭
分
投
各
郷
訓
謡
、
各
選
蒙
童
聾
音
洪
亮
者
六
名
、
将

訓
論
註
解
熟
讃
朗
請
。
望
日
各
同
木
鐸
在
郷
、
朔
日
向
城
中
童

生
赴
有
司
。
訓
諭
註
解
逐
款
高
聾
諦
説
。
在
宮
一
躍
貼
卯
人
役

及
坊
府
者
稚
、
分
立
月
蓋
下
、
左
右
静
聴
。
の
将
日
記
故
事
、

為
善
陰
際
、
孝
経
、
小
学
、
各
摘
教
条
有
閥
倫
理
者
、
以
類
相

附
議
論
。
各
郷
倶
照
奉
行
。
(
後
略
)
」

(
崎
)
朱
天
球
「
刻
日
記
故
事
序
」

「
予
至
東
省
興
作
社
学
、
既
購
小
学
書
善
刻
頒
之
、
文
取
日
記

123 

故
事
之
書
正
其
説
字
重
刻
以
布
。
〕

(
押
)
王
蘭
蔭
「
明
代
之
社
学
(
続
前
二
十
一
期
)
」
(
「
師
大
月
刊
」

二
十
五
期
一
九
三
五
年
)
第
十
二
教
材
篇

(
7
)
其
他

(
咽
)
『
中
国
教
育
制
度
通
史
』
第
三
巻
(
喬
衛
平
山
東
教
育
出

版

社

二

0
0
0年
七
月
)
五
三
四
頁
1
五
三
五
頁

(
拍
)
①
主
蘭
蔭
「
明
代
之
社
学
」
(
「
師
大
月
刊
」
二
十
一
期

一
九
三
四
年
)

②
玉
蘭
蔭
「
明
代
之
社
学
(
続
前
二
十
一
期
)
」
(
「
師
大
月
刊
」

一
一
十
五
期
一
九
三
五
年
)

③
松
本
善
海
「
明
代
の
社
学
」
(
「
歴
史
教
育
」
十
一
巻
五
，

六
，
七
号
。
昭
和
十
一
年
八
，
九
，
十
月
)

④
五
十
嵐
正
一
『
中
国
近
世
教
育
史
の
研
究
』
(
国
書
刊
行
会

昭
和
主
十
四
年
三
月
)

⑤
『
中
国
教
育
制
度
通
史
』
第
四
巻
(
呉
宣
徳
山
東
教
育
出

版
社
二

O
O
O年
七
月
)
第
四
章
「
明
代
的
小
学
」

(
切
)
『
明
太
祖
貫
録
』
巻
九
六
、
洪
武
八
年
正
月
丁
亥

(
引
)
注
胡
の
⑤
書
二
六
五
頁

(
印
)
『
明
太
祖
貫
録
』
巻
一
八
三
、
洪
武
十
六
年
十
月

(
回
)
従
っ
て
名
称
も
「
里
事
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

元
代
以
来
町
名
称
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
い
う
の
が
注
岨
の

③
議
文
に
見
え
る
松
本
善
海
氏
の
説
で
あ
る
。

(
町
田
)
「
明
太
祖
賞
録
』
巻
一
一
一
四
、
洪
武
ニ
ナ
四
年
十
一
月
己
亥

の
条
に
「
命
賞
民
間
子
弟
、
能
語
大
詰
者
。
先
是
上
令
天
下

府
州
県
民
、
毎
星
置
塾
、
塾
置
師
、
衆
生
徒
、
教
調
御
製
大

話
、
欲
其
白
幼
知
所
循
守
、
閲
三
歳
、
為
師
者
、
率
其
徒
、
至
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礼
部
背
調
、
視
其
所
調
多
寡
次
第
、
賞
之
。
」
と
あ
る
。
ま
た

巻
二
五
三
、
洪
武
三
十
年
五
月
巳
卯
の
条
に
は
「
天
下
講
読
大

詰
師
生
、
来
朝
者
凡
十
九
寓
三
千
四
百
飴
人
。
並
賜
紗
遣
選
。
」

と
あ
る
。

(
出
)
松
本
善
海
「
明
代
に
お
け
る
里
制
の
成
立
」
(
『
東
方
学
報
』

(
東
京
)
第
十
二
冊
之
一
昭
和
十
六
年
五
月
)
の
註
ロ
参
照
。

(
町
田
)
『
皇
明
制
書
』
上
巻
所
収
「
数
民
梼
文
」
第
十
八
条

「
毎
郷
毎
里
、
各
置
木
鐸
一
箇
、
於
本
皇
内
、
選
年
老
或
残
疾

不
能
理
事
之
人
、
或
磐
田
者
。
令
小
児
牽
引
、
持
鐸
循
行
本

皇
、
如
本
里
内
、
無
比
等
之
入
、
於
別
里
内
選
取
、
倶
A
T
直
言

叫
喚
、
使
衆
聞
知
、
勧
其
為
善
、
母
犯
刑
憲
、
其
詞
日
孝
一
順
父

母
、
尊
敬
長
上
、
和
睦
郷
里
、
教
訓
子
孫
、
各
安
生
理
、
母
作

非
為
。
如
此
者
毎
月
六
次
、
其
持
鐸
之
人
、
秋
成
之
時
本
郷
本

里
内
、
衆
人
随
其
多
寡
、
資
助
糧
食
。
(
後
略
)
」

(
訂
)
注
岨
⑤
書
二
六
七
頁

(
回
)
注
却
①
書
八

O
頁

(
回
)
注
胡
②
書
一

O
八
頁
i
一
O
九
頁

(
印
)
注
崎
⑤
書
二
七
八
頁


